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硫黄化合物の一斉分析
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Simultaneous Analysis of Sulfur Compounds
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使用装置と分析条件

バリア放電イオン化検出器BID-2010 Plus（BID)はHeとNe以外のすべての化合物を高感度に検出可能な汎用検出器で
す。このため、BIDを用いることでH2S,COS,CS2を含む硫黄化合物の高感度一斉分析が可能です。本データシートでは、
島津バリア放電イオン化検出器BID-2010 Plusを用いた硫黄化合物の一斉分析例をご紹介します。

使用装置
ソフトウェア GCsolution
ガスクロマトグラフ GC-2010 Plus A + BID-2010 Plus
ガスサンプラ MGS-2010
注入口ユニット SPLITTER INJ＊1

＊1:大気成分の漏れ込みを抑えるための専用ユニット。硫黄成分の吸着を防ぐ処理済み。

分析条件
カラム Select Low Sulfur (I.D. 0.32mm x 60m)
カラム温度 35 ℃(8 min) – 10 ℃/min – 200 ℃ (0min) Total.24.5 min
キャリアガス制御 線速度
線速度 72.6 cm/sec (He)
注入モード Split (1:3)
検出器温度 230 ℃
放電ガス流量 70 mL/min (He)
注入量 1 mL

結果

Fig.1 硫黄化合物混合ガス 各1ppm（Heバランス） のクロマトグラム

硫黄化合物混合ガス各1ppm(Heバランス）の分析例です。BID-2010 Plusを用いることで硫黄化合物の高感度一斉分析
が可能です。

S/N
成分 BID-2010 Plus
H2S 130
COS 214
CH3SH 238
C2H5SH 205
CS2 364
(CH3)2S 370

Table 1 各成分のS/N＊2
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＊2:参考値であり保証値ではありません。
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